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(Goledge, 1975 : Golledge and Rayner, 1976 : 
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ledge and Rayner, 1976）は，内容的には第l報
告書の続きであるが，2次元スペクトル分析























































































































対象地域 刺激の数 被験者の数 認知距離の推定法 アルゴリズム 研究の焦点
MacKay and アメリカ ・イン 8スーパー 消費者78名 手描き地図山 KYST 異なる種類の認知
Olshavsky (1975) ディアナ州ブルー マーケットと 順位尺度距離 距離データのよじ較
ミントン 各人の出発地
占
Summers and アメリカ ’イン 11地点 大学生37名 多重順位法から求 KYST 復元された認知地
MacKay (1976) ディアナ州イン められる順位尺度 図の信頼性
ディアナ大学キャ 距離
ンノマス





Gale (1980, 1982) アメリカ・オノ、ィ 49地点 9段階からなる順 KYSTZ 認知地点とその現
オ州コロンノぐス 位尺度距離 実の地図上での位
（不完全データ？） 置とのlft離
Brown and アメリカ ・イ リノ 12都市 高校生 7段階からなる順 KYST 認知地図の個人差
Broadway (1981) イ州シャンベー 位尺度距離
ン ・アーパナ周辺





，ー．．．．．，，ーー ーーー ーーー －ーー ＋ー・ーー・・・・・ ーーーー・・・・・・・・．
フ ランス ・ボ／レ 12ランド守一 イjレヴァイン 手捕さ地図I)
ドー ク 校からの交換
留学生14名
MacKay and Zinnes アメリカ 30都市（3種 大学生39名 比率尺度距離 PROSCAL 地点認知の不確か
(1981) 類の刺激セッ （不完全データ） きの測定
ト）





Richardson (1981 a) アメリカ ・オノ、ィ 49！也点 市民（ ? ) 121 9段階からなる順 KYST2 認知地図の空間特
オ州コロンパス 名 位尺度距離 性の検討
（不完全デー タ？）
Richardson (1981b) アメリカ ・カリ 19！也，• ./i 大学生6名 画面布置 KYSTZ 異なる種類の認知
フォルニア州ゴレ 9段階からなる順 距離データの比較
タ 位尺度距離
Golledge et al. (1982) アメリカ・オノ、イ 24地点 大学生 ・院 9$1階からなる順 KYST 3時点の比較によ
オ州コロンノぐス 生 －教官60名 位尺度距離 る認知地図の変化
Spector (1982) アメリカ ・オノ、イ 49地点 市民151名 9段階からなる順 KYST ~知地図の個人差
オ外｜コロンノマス 位尺度距離
（不完全データ）
Spector and Riviz-アメリカ・オノ、イ 49！也点 9段階からなる順 KYST 不完全データから




対象地繊 刺激の数 被験者の数 認知距離の推定法 アJレゴリス．ム 研究の焦点









MacKay (1983) アメリカ 15都市 大学生19名 比率尺度距離 PROSCAL 地点認知の不確か
さの測定
Cauvin (1984) フランス ’ストラ 16:ttl!，点I 大学生24名 比率尺度距離I) KYST 認知地図の歪み
スプール
Foley and Cohen カナダ・オンタリ 13建造物 大学生72名 比率尺度距離I) メ ト リック Bl.知地図の集団差




Buttenfield (1986) アメリカ ・ワシン 15:t也点 大学生24名 手描き地図幻 M-D-SCAL 異なる種類の認知
トン外｜シアトJレ 比率尺度距離 距離データの比較
Cromley and Crom-アメリカ ・コ ヰ 11建造物 大学生4名 9段階からなる順 ALSCAL 実習をf半う行動地




Couclelis et al. (1987) ア メ リカ ・カリ 12地点と各職場人 市民57名 9段階からなる順 TRILAT 碇泊点仮説の検証
フォルニア州ゴレ の自宅と 位尺度距離
タ
Lloyd and Heivly アメリカ・サウス 15ランドマー 市民150名 比率尺度距離1》 ？ 倒人の認知地図に
(1987) カロライナ州コロ ク 共通にみられる系
ンピア 統的歪みの検討
若林（1989b) 東京 7駅 高校生55名 手指き地図2) KYST2A 異なる種類の認知
比率尺度距離 距離データの比較




若林（1990b) 東京 7駅 高校生55名 手描き地図2) KYST2A 認知地図の集団差
7駅 大学生53名 比率尺度距離
7駅 大学生50名 ( 9段階からなる
順位尺度距維）



































































(Schonemann, 1966；芝，1979,pp .162-163). 


















－ 記（ぁ－x?+ ~ (y;-y)" R= (3) 
ただし， （x,,Y1）は現実の地図上での地点 iの座



















(MacKay and Olshavsky, 1975 . Baird et al., 
1979 : Magana et al., 1981 : Richardson, 1981b; 































































































（ーRichardson,1981b : Spector, 1982), 2）個人
の活動空間の大きさとその位置一活動空間が広
〈，都心寄りの活動空間をもっ人の認知地図はよ
り正確ー （Spector,1982 : Cromley and Crom-













































































































































(Schonemann and Carrol, 1970 : i葛根，1980, 
pp.218-223）とユークリッド 2次元回帰分析






























上での地点 iの座標を （u, V；） とすれば，ユーク
リッド2次元回帰式は次のように定義される．
/U八 ／a,¥ /bi -b2¥ /X;¥ ( }=( }+( } ( } (11) 
＼匂J ¥azl ¥b2 bi! ＼百J
ただし， a,a2は通常の単回帰式の定数項に相当す
るものであり， （x;,y；） を （u, v，） に重ねあわ
す際に行なう移動の大きさを示すパラメータ， b,,
biは通常の単回帰式の回帰係数に相当するもので
あり， （x, y，）を （u,,v；） に重ねあわす際に行
なう拡大 ・縮小，さらには回転の大きさを示すパ
ラメータである．なお， b1=l,bz=Oならば （x,,























ド2次元回帰式で予測された認知地点 (il;, iJ,) 
と，現実の地図上の地点（x, y，）との聞の距離で
ある（Lloydand Heivly, 1987）.ただし，実際


















準備差椿同（Ebdon, 1985, pp .128-141）を，認
知地図の地点分布に適用すればよい（第1図）． 






















































































































の研究で指摘きれている（Baird,et al., 1979 : 






































































































































間の特殊例である（高根， 1980,pp. 28-33). 
du＝｛主lx,a-XJalP｝υp 。
























































































Probabilistic Multidimensional Scaling (PRO-
SCAL）が開発されている（MacKayand Zinnes, 
1981 ; Zinnes and MacKay, 1983). PROSCAL 
はThurstone(1927）のケース皿の比較判断モデ
ルのいわば2次元拡張版であり，モデルは次のよ
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聞の距離を一つ与え （Foleyand Cohen, 1984 ; 







定させている（Gale,1980, 1982 : Brown and 
Boradway, 1981 ; Richardson, 1981a ・ b : Go!-
ledge et al., 1982 : Spector, 1982 . Spector and 
Rivizzigno, 1982 : Cromley and Cromley, 1986 : 






































1981b : Golledge et al., 1982），同一人でも，時
間の経過に伴い，地点情報が増える結果，正確な
t也図カずで込きあカすっていく (Evans et al., 1981 : 































する側面を有している（Coucleliset al., 1987, 
-60ー

























y，），認知地図上での地点iの座標を （U;, v.） と
すると，まず以下の数値をあらかじめ計算する．
n n n 
x＝呂x, y=~y,, z＝呂（x.2+y/) 
n 



































F=n(A2+ B2)+ crg+2Aa(acos6+ bsin6) 
+ZBα（－asinθ＋bcos6)-2α｛（e-/)sinθ 
+ ( c+ d)cos 6} -2Ax -2By + z 側
である．また，











































































報システムGIS, リモー ト ・センシングの三つの
技法のうち最低一つを修得することが義務づけら
れている （"Guide to Departments of Geography 
in the United States and Canada 1988-1989”よ
り）．そして，こうした特徴的なセールスポイン ト
とともに，NSFによって全米地理情報・分析セン





























































とその時代ーアメリカ地理学再生の時 j補遺 ． 
理論地理学ノート， No.6,87-89. 
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